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φ今年は暖冬のためでしょうか桜の花が早く咲

き,早く散ってしまった様な気がします.今は

色々な花が咲き,つくばも美しい彩りを見せ始

めました.花の美しさに比べて,最近は理解し

難い事件が多いようですカミ,日本人の心が飛ん

でいるからでしょうか.受験にあまり関係のない

ものは不要という世の中の流れが作り出した現

象の様にも思えます.現在は技術万能の社会で

すが,心のゆとりを教えることも重要でしょう.

そのためには,野外で地球の歴史を教え,その

中で人間の存在とはなにかを考えさせるのも一

つの方法でしょう.

φさて,今月号の特集は先月号に続いて,生活

環境と地質をお送りします.今回は水と温泉に

関する語がまとめられています.わが国は瑞穂の

国で稲作に必要な水や美味しい水の豊富な国の

はずでした.韓国に行ったとき,ウイスキｰの水

割を飲んだら大変心配されましたし,チリでは

オンザロックは氷の溶けない内に飲めと教えられ

ました.水が悪いからとのことでした.日本は美

味しい水がどこにでもある良い国だと思っていま

したが,いつの頃から,水が商品として店頭で

販売される時代になりました.水は生命を支え

る大事な資源であり,研究が必要なことを,こ

の特集から感じて頂ければ幸いです.

φ地質屋は道端の地質露頭から何を読み取るこ

とができるかと言う設問があるとすれば,磐梯山

の噴火と崩壊の歴史に関する記事はそれに対し

て一つの回答を与えています.静止して物言わ

ぬ地層から数万年前に起こった火山噴火と崩壊

の実態を今の世に蘇らせるのは地質屋の最大の

ロマンであろうと思います.皆さんも色々な地層

をながめて地球の謎解きに挑戦してみてください.

φ外国の資源と地質に関する情報記事が3編掲

載されています.最初が中国雲南省の金鉱床で,

次が内モンゴルの石炭関連,もう一つはタイ国

のろう石鉱床についてです.わが国では稼行し

ている鉱山はほとんどなくなりましたが,我々の

生活を維持していくためには外国の資源に依存

せざるをえませんので,これらの情報は大変貴重

なものでしょう.

φ地質標本館は開設以来の来館者は50万人を超

えたとのことです.関係者が展示に色々と新工

夫をしてご来館をお待ちしておりますので,お出

かけください.

(有田正史)
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